
　釜石会場 　北上会場 

 

ニュース・リリース 

平成18年2月21日［火］／13：00～17：00 
ホテルサンルート釜石・鳳凰（西） 
　釜石市大町2－3－3 
　ＴＥＬ.0193－24－3311 
 
■おもなプログラム 
●全学的な研究として 
　「テラヘルツ応用研究プロジェクト」 
　「地域専門職高度化プロジェクト」 
●地域に根ざす研究として 
　「在宅療養者の支援システムの構築」 
　「食品マネジメントシステムの構築 
　 ―生産・流通におけるトレーサビリティの視点―」 
　「ホヤ摂取による脂質代謝に対する作用 

ならびにその機構解析」 

平成18年3月2日［木］／13：00～17：00 
　ホテルシティプラザ北上・薫風の間 
　北上市川岸1－14－1 
　ＴＥＬ.0197－64－0001 
 
■おもなプログラム 
●全学的な研究として 
　「テラヘルツ応用研究プロジェクト」 
　「地域専門職高度化プロジェクト」 
　「共創メディア研究プロジェクト」 
　「少子・高齢研究プロジェクト」 
　「環境研究プロジェクト」 
●地域に根ざす研究として 
　「岩手県の百寿者の暮らし」 
　「ユニバーサルデザインに関する研究」 

さまざまな知的資産を融合させ、その成果を地域社会へ還元する取り組み。 
全学的なプロジェクトチームによるタイムリーな研究。 
さらに、地域に根ざす身近なテーマに基づく研究成果。 
これらの紹介を通し、本学が独自に展開する 
研究と地域連携への理解を深めていただく機会です。 
 
※どちらの会場も定員50名・参加費は無料 

　
ま
だ
12
月
だ
と
い
う
の
に
、キ
ャ
ン
パ

ス
は
雪
で
分
厚
く
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

ク
リ
ス
マ
ス
も
過
ぎ
て
冬
季
休
業
に
入
っ

た
、あ
る
日
。「
寒
い
、寒
い
」
と
口
々
に

連
発
し
な
が
ら
も
、モ
ー
ル
で
歓
声
を

上
げ
て
い
た
の
は
中
国
か
ら
の
留
学
生

で
す
。
昨
年
10
月
、本
学
は
国
際
交
流

協
定
締
結
校
で
あ
る
大
連
交
通
大
学（
遼

寧
省
）か
ら
、初
め
て
の
学
生
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。
来
日
し
た
５
人
は
特
別
聴

講
学
生
と
し
て
１
年
間
に
わ
た
り
、ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
の
講
座
に
所
属
し

て
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
大
連
で
は
、こ
ん
な
に
積
も
ら
な
い
。

だ
か
ら
、た
だ
た
だ
驚
い
て
い
る
。
そ
ん

な
様
子
の
皆
さ
ん
に
「
こ
の
冬
の
日
本
は
、

例
年
に
な
い
大
雪
に
見
舞
わ
れ
て
い
る

の
で
す
」
と
教
え
て
あ
げ
る
と
一
同
、納

得
し
た
表
情
に
。
厳
し
い
冷
え
込
み
の
中
、

ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
や
通
学
は
大
変
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、あ
た
り
一
面
の
雪
景
色

も
思
い
出
に
残
り
そ
う
で
す﹇
次
ペ
ー
ジ

へ
続
く
﹈。
 

雪
の
モ
ー
ル
で
、 

大
連
交
通
大
学
か
ら
の 

留
学
生 

釜石、 北上で 
地域連携フォーラムを 
開催します。 

13～14日　　 大学院･第2次入学者選抜 
15～21日　　 後期集中講義期間 
17日　　　　 宮古短期大学部･一般入学試験 
21日　　　　 地域連携フォーラム（釜石市） 
24日　　　　 宮古短期大学部･一般入学合格発表 
25～26日　　 四大･一般選抜前期日程 

6日　　　　　入学式（予定） 

2日　　　　　地域連携フォーラム（北上市） 
10日　　　　 盛岡短期大学部･一般選抜 
12～13日　　 四大･一般選抜後期日程 
23日　　　　 岩手県立大学・大学院 学位記授与式 
17日　　　　 宮古短大部･卒業式 
24日　　　　 盛岡短期大学部･卒業式 
24～31日　　 春季休業期間 

■あなたの声を 
IPUニュースの紙面づくりに御参加ください。記事に関する 
感想や意見、さらに投稿、本学への質問など内容も形式も問いません。 
FAXまたは電子メールで随時受け付けます。 

2月 

4月 

3月 

カラマツの 
 防風林 

冷たさを増して吹き付ける北風が、 

すっくと伸びた幹を揺らしていました。 

樹齢は80年ほど。 

テニスコート脇に植えられた 

カラマツの並木も、 

旧・岩手県畜産試験場の名残です。 

その向こうに建つのは、 

体育棟や学生ホール棟。 

ふと見ると、 

シラカバも弱い西日に照らされて 

厳しい冬の訪れが想われる情景でした。 

キャンパス・ダイアリー 

この冬は数十年振りの大雪に見舞われ、キャンパスは真っ白な雪に
覆われております。さて、本学では昨年10月、国際交流締結校であ
る大連交通大学（中国・大連市）から５名の留学生を初めて受けい
れました。彼らは数百名の留学希望者の中から選ばれ、ソフトウェア
情報学部で学んでいます。向学心が高いのはもちろんのこと、何よ

り希望溢れる目の輝きが印象的でした。柔軟性がある若いうちに異文化交流・理解を図
ることはとても有益なことと思います。学生の皆さんには視野を広げるため積極的に外
国に目を向け、国際的に活躍できる人材になってほしいものです。（佐藤） 

向
学
心
は
燃
え
て
い
る
。 

●お申し込み方法 
 
 
◆電話［019－694－3330］ 
　ＦＡＸ［019－694－3331］ 
　もしくは電子メール 
　・北上会場［ｋｉ－ｆｏｒｕｍ＠ｍｌ．ｉｗａｔｅ－ｐｕ．ａｃ．ｊｐ］ 
　・釜石会場［ｋa－ｆｏｒｕｍ＠ｍｌ．ｉｗａｔｅ－ｐｕ．ａｃ．ｊｐ］ 
　で参加希望を承ります。 
　※所属・職名・お名前・電話番号・メールアドレス 
　　をお知らせください。 
 
◆お問い合わせ先 
　岩手県立大学　地域連携研究センター 
　〒020－0173 
　岩手県滝沢村滝沢字巣子152－89 
　電話［019－694－3330］ 
　ＦＡＸ［019－694－3331］ 

岩手県立大学広報紙 

岩手県立大学広報紙 

知 と 心 と 地 域 を 結 ぶ ●  Iwate Prefectural University

28
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03 02

心構えも伝えたい。 
 

仕事場訪問 仕事場訪問 

来
場
御
礼
、 

 

そ
し
て
次
回
に
向
け
て 

未来を探る国際シンポジウム 
「学」の立場でプロジェクト指向を先鋭化 

　
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
や
感
動
や
協
働
へ
の
期
待

を
込
め
た
「
！
」
が
テ
ー
マ
で
し
た
。
８
回
目

の
岩
手
県
立
大
学
大
学
祭
「
Ｉ
Ｐ
Ｕ
　
Ｆ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
Ａ
　
２
０
０
５
」。
10
月
29
・
30
日
の
熱
気

と
賑
わ
い
を
振
り
返
り
つ
つ
、
次
回
へ
の
決
意

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■ 

「
い
よ
い
よ
迎
え
た
開
催
当
日
。
あ
い
に
く
の

曇
天
で
来
場
者
が
少
な
い
の
で
は
、
と
心
配
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
杞
憂
で
し
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
の
１
時
間
も
前
か
ら
大
勢
の
方
が
来
て
、

入
っ
て
く
る
人
の
ほ
う
が
帰
る
人
よ
り
多
い
、

と
い
う
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
岩
手
大
学
と
の

共
催
企
画
な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
環
境
へ
配
慮
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
と

リ
ユ
ー
ス
を
推
進
。
模
擬
店
で
使
う
食
器
の
再

資
源
化
な
ら
び
に
再
利
用
を
図
っ
て
ゴ
ミ
削
減

に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
よ
り
良
い
方
向
め
ざ
し
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
手
が
回
ら
ず
、
来
場
者

へ
の
案
内
な
ど
細
か
な
対
応
が
不
十
分
だ
っ
た

こ
と
が
反
省
点
な
ら
び
に
改
善
点
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
な
お
２
０
０
６
年
の
大
学
祭
は
、

実
行
委
員
会
の
１
年
生
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な

っ
て
進
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
と
は
ひ
と
味
違
う

『
Ｉ
Ｐ
Ｕ
　
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
　
２
０
０
６
』
に
、
ど

う
ぞ
御
期
待
く
だ
さ
い
」（
大
学
祭
実
行
委
員

会
広
報
部
長
／
土
田
拓
也
＝
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情

報
学
部
２
年
） 

　
10
月
29
・
30
日
、
宮
古
短
期
大
学
部
で
「
蒼

翔
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
16
回
目
の
テ

ー
マ
は
「
一
瞬
〜
今
し
か
無
ぇ
〜
」。
今
と
い

う
時
を
精
一
杯
に
生
き
、
学
び
、
楽
し
も
う
。

そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
が
い
人
生
の
中
で
短
大
で
の
２
年
間
が
持
つ

大
切
な
意
味
を
確
か
め
合
う
。
こ
の
心
意
気
が
、

学
生
と
教
職
員
の
一
体
感
を
育
み
ま
し
た
。
さ

ら
に
地
域
の
皆
さ
ん
に
学
内
を
開
放
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
や
展
示
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
一
方
、
１
年
生
へ
の
就
職
指
導
が

始
ま
る
と
と
も
に
、
４
年
制
大
学
へ
の
編
入
学

に
向
け
て
キ
メ
細
か
な
準
備
が
行
わ
れ
て
い
き

ま
す
。 

　
企
業
訪
問
、
模
擬
面
接
、
模
擬
試
験
な
ど
学

生
の
進
路
サ
ポ
ー
ト
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
地
道
な
努
力
が
実
を
結
ん

で
就
職
希
望
者
の
約
90
％
が
内
定
、
ま
た
18

名
が
４
年
制
大
学
な
ど
へ
の
編
入
を
果
た
し
ま

し
た
（
平
成
17
年
３
月
卒
業
生
）。
晴
れ
の
卒

業
式
を
経
て
、
学
生
は
社
会
や
新
た
な
学
び
の

場
へ
羽
ば
た
き
ま
す
。 

 

蒼
翔
祭
か
ら 

 

巣
立
ち
の
季
節
へ 

1初めて日本で暮らす
のでカルチャーショ
ックは大きかったけど、
もう大丈夫。講座の
先輩が身近で、いろ
いろ質問できるのが
嬉しいです。 

2企業活動とコンピュータという観点で、日本で特
徴的な経営システムを学ぶつもりです。 

3専門を活かせる道に進むため、とにかく勉強を積む
ことが大切だと自覚しています。 

1電子工学の先進国、日本。学部
棟には、その雰囲気が良く表れ
ていると思います。 

2ソフトウェアやシステムを構築
するための理論・知識・スキル
を総合的に修得するためです。
また、日本語のレベルも高めた
いと思います。 

3さまざまな成果を活かして中国
か日本で、ソフト開発の仕事に
就くのが希望です。 

1キレイと言うか、清潔感の
漂う場所だと思います。気
さくで親切な人が多いとも
感じます。 

2機械を制御するソフトウェ
アを勉強するのが目的です。
また、日本の大学生と交流
するチャンスを積極的に作
ろうと思いました。 

3日本と同様のプログラムや
システムを、中国における
産業の現場でも使えるよう
にカスタマイズしたい。 

曽我正和・ソフトウェア情報学部長と一緒に 

大
連
交
通
大
学
と
の
学
生
交
流
、
そ

の
第
一
弾
と
し
て
５
名
の
留
学
生
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
意
欲
が
高
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
言
語
な
ど
の
基
礎
が
備
わ
っ
て
い

る
の
で
本
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の

対
応
力
に
優
れ
て
い
ま
す
。
講
座
の

雰
囲
気
に
溶
け
込
み
、
一
般
学
生
と

刺
激
し
合
っ
た
り
日
常
的
な
交
流
を

深
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
契

機
に
学
術
面
も
含
め
、
た
が
い
に
働

き
か
け
な
が
ら
日
中
で
価
値
あ
る
取

り
組
み
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

　「
地
域
価
値
か
ら
世
界
価
値
へ
（
21
世
紀
型

産
業
の
創
出
を
目
指
し
て
）」
と
題
し
た
本
学

主
催
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た

（
昨
年
10
月
３
日
／
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

盛
岡
・
Ｎ
Ｅ
Ｗ
　
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
）。 

　
社
会
の
複
雑
化
・
多
様
化
に
応
え
る
形
で
独

創
性
や
創
造
性
を
発
揮
し
て
次
世
代
型
の
テ
ー

マ
を
構
築
、
進
化
さ
せ
て
い
く
。
こ
う
し
た
観

点
に
立
ち
、
学
際
的
な
実
学
が
果
た
す
べ
き
役

割
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
時
代
に
通
用
す
る
新
産
業
の
創

出
を
促
す「
学
」の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
探
る
良
き

機
会
と
も
意
味
づ
け
ら
れ
ま
す
。 

　
Ｉ
Ｔ
や
社
会
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
的
な

研
究
者
が
、知
見
あ
ふ
れ
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

 

●「
カ
オ
ス
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
」 

　
ロ
シ
ア
／
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
工
科
大
学
教
授 

　
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
マ
リ
シ
キ
ン
氏 

●「
観
客
参
加
型
の
創
造
的
プ
ロ
セ
ス
」 

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
／
シ
ド
ニ
ー
工
科
大
学
教
授 

　
ア
ー
ネ
ス
ト
・
エ
ド
モ
ン
ド
氏 

●「
サ
ー
ビ
ス
指
向
分
析
設
計
の
た
め
の 

　
新
た
な
基
盤
」 

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
／
カ
ー
ル
ス
タ
ッ
ド
大
学
教
授 

　
レ
ミ
デ
ィ
ウ
ス
・
グ
ス
タ
ス
氏 

 

　
さ
ら
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
掲
げ

ら
れ
た
テ
ー
マ
は
「
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
の
目
指
す
21

世
紀
型
産
業
の
方
向
〜
地
域
価
値
か
ら
世
界
価

値
へ
〜
」。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
教
授
・
藤

田
ハ
ミ
ド
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
同

教
授
・
船
生
豊
（
研
究
・
地
域
連
携
本
部
長
）
ら

４
人
の
パ
ネ
リ
ス

ト
が
意
見
を
交
換
。

こ
れ
か
ら
の
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
、

普
遍
的
な
価
値
を

求
め
る
意
識
を
共

有
で
き
た
意
義
深

い
一
日
で
し
た
。 

心
に「
！
」を
灯
し
た 

Ｉ
Ｐ
Ｕ　
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ　
２
０
０
５ 

大
忙
し
。 

宮
古
キ
ャ
ン
パ
ス
の
秋
・
冬
・
春 

 

●教育・学生支援室   就職支援グループ 
　働くことって何だろう。自分は、どんな仕事に向いている
のだろう。そんな思いに応えて１・２年生の自己発見を促し
ています。もちろん、卒業後のイメージが具体化しつつある
３年生へのサポートもタイムリーかつ効果的に。全学的なス
タンスに立ち、学生一人一人の進路開拓を多面的に応援する面々
です。 
　就職支援センターは、メディアセンターＡ棟の３階に開設
されています。すぐ近くが学生ホール棟なので、利用しやす
いと評判です。 
「企業情報や求人票のチェックに限らず、いろいろな相談を寄
せたり希望を出したりして、どしどし活用してほしいと思い

ます。アレコレお
話しながら、就職
への心構えのよう
な事柄も伝えてい
きたいですね」（荒
澤　順子主査） 
　春にかけて、合
同企業説明会が続
きます。さらに学
部との情報交換、
求人企業の開拓も
スケジュールに加
わって多忙な日々
です。 
 

留学生と一問一答 
 

伊
藤
　
憲
三
教
授 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部 

学
生
部
会
長 

 

大連から、ようこそ。 
※氏名に続いて、所属講座と研究領域 
※回答の順は1岩手県立大学の印象 

2こちらで学ぼうと志した動機 
3留学の成果を、どう活かすか 

1学内の情報システムが先進的ですね。こちらでの生活にも慣れ、楽
しい毎日です。 

2人間とコンピュータの、より良い関係を高いレベルで学びたくて。
日本語のレベルを上達させるのも大きな目的です。 

3人間のためのコンピュータ、という考え方を母国に広めたい。とく
に、ユニバーサルデザインの観点からアプローチするのが希望です。 

出
会
い
か
ら 

何
か
が 

始
ま
る
。 

 

1いろいろな学年の学生が一つの講座で共に学ぶ。
そんな仕組みに特色を感じています。パソコ
ンのスキルに優れた人も多いですね。 

2専門性を深めること。たくさんの友だちと出
会うこと。日本の美術や現代のカルチャーへ
の理解を深めること（コミックも好きです）。 

3医療分野に携わり、ＣＧなどの画像処理技術を
活用する方法を広めたい。ただ、アニメにも
興味があるので詳しくは、ジックリ考えます。 

黄 緒平 
阿部Ⅰ研究室 
／コンピュータアーキテクチャ 

【コウ・ショヘイさん】 
 

伊藤研究室／ヒューマンインタフェース 
 

周 寧寧 
土井研究室／コンピュータグラフィックス 
 

【シュウ・ネイネイさん】 
 

李 偉 
曽我研究室 
／リアルタイムシステム 

【リ・イさん】 
 

【オウ・リツイさん】 
 王 

高田Ⅱ研究室／分散システム 

張 【チョウ・オンホウさん】 



 

　形（かた）や動作の流れ、そして武道
の美しさを体で覚えられるような稽古
を積んでいます。初心者が多いので楽
しく、安全に。週3回、2時間ずつの活動
で部員の和が育まれます。 
　礼に始まり、体をほぐして突き、蹴りの
基本動作へ。その後で動きを絡めたり、
組み手を試したり。最後は、気合一本の
ポーズで締め。 
「やっていれば自然に柔軟性が増し、し
なやかな筋肉が付いてボディーバラン
スが良くなります。健康のためにも、空
手道はオススメです」 
　新部長の永澤玲朗さん(ソフトウェア
情報学部2年)ほか、男女あわせて10名
ほどが凛とした空気の中で心身の鍛錬
に励んでいます。 

法
人
化
移
行
後 

　
　
　
　
2
年
目
に
あ
た
っ
て 

学  長 

谷口　誠 

思考と志向  ⅠⅠ 思考と志向  ⅠⅠ 

　
本
学
が
公
立
大
学
法
人
と
し
て
再
出
発

し
て
か
ら
、
本
年
で
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

　
昨
年
に
お
い
て
は
、
法
人
化
に
伴
い「
中

期
目
標
」と「
中
期
計
画
」
を
定
め
る
な

ど
の
基
盤
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
受
け
、
本
年
は
建
学
の
精
神
を
引
き

継
ぎ
つ
つ
法
人
と
し
て
の
運
営
基
盤
の
上

に
立
ち
、
実
学
・
実
践
重
視
の
教
育
を

行
う
大
学
と
し
て
使
命
を
達
成
さ
せ
る
た

め
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
ず
教
育
に
つ
い
て
で
す
が
、
人
や
資

本
や
技
術
が
国
境
を
超
え
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
動
く
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に

よ
り
、
世
界
が
一つ
の
競
争
社
会
に
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に

お
い
て
は
”自
分
の
言
葉
“で
外
へ
向
か
っ
て

発
信
で
き
る
表
現
力
を
身
に
つ
け
た
個
性

的
な
人
材
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
私
が
授
業
の
経
験
を
通
じ
て

感
じ
た
と
こ
ろ
で
は
、
本
学
の
学
生
に
は
、
と
も

す
れ
ば
控
え
め
で
自
分
の
意
見
を
積
極
的
に
発

言
し
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
本
学
で
の
学

生
生
活
を
通
じ
、
学
問
分
野
の
基
本
な
理
論
を

身
に
つ
け
る
こ
と
。
そ
し
て
自
分
の
真
の
適
性
・

能
力
は
何
か
を
発
見
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
職
業

等
を
通
じ
て
将
来
、
社
会
に
対
し
て
何
が
で
き
る

か
と
い
う
考
え
を
確
立
す
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な

自
己
実
現
へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ま
え
、
地
域
に
貢

献
す
る
と
と
も
に
国
際
的
に
も
通
用
す
る
人
材

へ
と
脱
皮
・
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

　
本
年
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
目
標
・

ね
ら
い
と
し
て
日
常
の
教
育
活
動
の
取
り
組
み
を

一
層
進
め
ま
す
。
ま
た
国
際
的
な
教
養
を
身
に
つ

け
た
人
材
の
育
成
と
強
化
を
図
る
た
め
、
盛
岡

短
期
大
学
部
の
四
年
制
大
学
へ
の
移
行
に
向
け

た
検
討
な
ど
も
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
こ
岩
手
・
東
北
の
人
々
に
は
、
日
米
の
掛
け

橋
と
し
て
国
際
的
に
活
躍
し
た
新
渡
戸
稲
造
や
、

エ
ー
ル
大
学
教
授
と
し
て
日
米
の
戦
争
回
避
を
ル

ー
ズ
ベ
ル
ト
に
は
た
ら
き
か
け
た
朝
河
貫
一
な
ど
優

れ
た
先
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
流
れ
て
い
ま
す
。
若
い
学

生
達
が
郷
土
の
伝
統
や
先
人
を
通
し
て「
賢
者
の

道
」を
学
び
、
国
際
社
会
に
通
用
す
る
人
材
と

し
て
育
つ
こ
と
を
強
く
念
願
し
ま
す
。 

　
一
方
、
研
究
活
動
に
つ
い
て
は
法
人
化
を
契
機

と
す
る
全
学
的
な
仕
組
み
に
よ
り
、
学
際
的
な

テ
ー
マ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
制
を
立
ち
上
げ
た
と
こ

ろ
で
す
。 

　
地
域
に
お
け
る
”知
の
拠
点
“と
し
て
の

研
究
内
容
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
社
会
や
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
強
く

意
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
を
超
え
た
研

究
者
間
の
連
携
や
、
国
際
的
な
協
働
に
基

づ
く
技
術
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を
ベ
ー
ス
と
し
た

研
究
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

　
本
年
は
、
最
近
と
み
に
注
目
さ
れ
て
い

る
電
磁
波
で
あ
る
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
の
応
用
研
究

な
ど
の
推
進
を
重
点
に
置
き
ま
す
。
そ
し

て
他
大
学
や
企
業
と
の
連
携
の
も
と
で
研

究
を
展
開
し
、
近
い
将
来
は
、
そ
の
成
果

を
活
か
し
て
地
域
医
療
や
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
４
月
に
は
ア
イ
ー
ナ
キ
ャ
ン
パ
ス
を

盛
岡
駅
西
口
に
開
設
し
、
社
会
人
で
あ
る

専
門
職
に
対
す
る
大
学
院
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る

な
ど
、
あ
ら
た
な
地
域
貢
献
の
取
り
組
み

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

大
学
運
営
全
般
に
お
い
て
は
大
学
の
透
明
性
を
一

層
高
め
な
が
ら
、
地
域
社
会
に
お
け
る
本
学
の
存

在
感
を
高
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
教
職

員
が一
体
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
標
に
向
か
っ
て

前
進
す
る
決
意
で
す
。 

凛
と
し
て 

　
　
心
身
を
鍛
え
よ
う 

 サ
ー
ク
ル
で
元
気
者 

空
手
道
部 

こ
の
春
、盛
岡
駅
西
口
に
「
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
」（
愛
称
・
ア
イ
ー
ナ
）が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
県
立
図
書
館
な
ど
も
入
居
す
る
こ
の
一
大
施
設
の
７
階
に
、サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
と
し
て
開
設
す
る
の
が
「
岩
手
県
立
大
学
ア
イ
ー
ナ
キ
ャ
ン
パ
ス
」で
す
。 

商
業
施
設
な
ど
の
あ
る
中
心
街
に
も
近
く
、盛
岡
駅
や
マ
リ
オ
ス
に
近
接
す
る
利
便
性
の

高
い
場
所
に
位
置
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
。
他
に
例
を
見
な
い
新
た
な
拠
点
で
、県
立

大
学
は
４
月
以
降
、じ
か
に
県
民
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
な
が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

盛岡駅西口に、 
新たな活動拠点が誕生します 

さ
ら
な
る
地
域
貢
献
、 

そ
し
て
教
育
・
研
究
機
能
の
向
上
を 

本
学
の
中
期
目
標
で
は
、建
学
の
理
念
を
継
承

し
な
が
ら「
実
学
実
践
」を
中
核
と
し
た
人
間
教

育
・
実
証
研
究
・
地
域
貢
献
を
一
体
的
に
推
進
す

る
こ
と
を
謳
っ
て
い
ま
す
。ア
イ
ー
ナ
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
都
市
機
能
に
近
接
す
る
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
な
が
ら
、本
学
の
新
た
な
活
動
領
域
を

開
拓
し
、地
域
貢
献
の
強
化
と
教
育
・
研
究
機
能

の
向
上
を
図
っ
て
地
域
の
大
学
と
し
て
成
長
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

 

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
利
便
性
に
富
む 

複
合
施
設
の
７
階
に 

授
業
や
研
修
会
・セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
行
う
中
小

規
模
の
教
室（
５
室
）、パ
ソ
コ
ン
を
利
用
で
き
る
教

室（
１
室
）、相
談
事
業
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
適
す
る

セ
ミ
ナ
ー
室
・
相
談
室（
４
室
）、さ
ら
に
学
生
の
た

め
の
自
習
室
や
資
料
な
ど
を
整
備
し
て
い
ま
す
。 

ア
イ
ー
ナ
に
は
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
か
、約

5
0
0
人
収
容
の
ホ
ー
ル
や
会
議
室
、研
修
室

が
整
備
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
県
立
図
書
館
、県
民

活
動
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー（
高
齢
者
活
動
交
流
セ

ン
タ
ー
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
）も
入
居
す
る
予
定
で
、こ
れ

ら
の
施
設
の
機
能
と
の
相
互
補
完
性
を
追
求
し

つ
つ
利
便
性
に
富
む
施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

本
学
の
独
自
性
、知
的
資
産
を 

活
か
す
五
つ
の
機
能 

立
地
上
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
次
の
よ
う
な
機
能
を
実

現
、事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

 ■
社
会
人
教
育
機
能 

大
学
院
の
授
業
や
リ
カ
レ
ン
ト
講
座
を
通
じ
、社

会
人
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
。
社
会
の

変
化
に
対
応
で
き
る
人
材
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

●
大
学
院
総
合
政
策
研
究
科
で
は
、「
公
共
政
策

特
別
コ
ー
ス
」を
新
設
し
て
授
業
を
行
い
ま
す
。 

●
看
護
学
研
究
科
・
社
会
福
祉
学
研
究
科
で
も
、大

学
院
の
授
業
の
一
部
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。 

●
盛
岡
短
期
大
学
部
で
は
、管
理
栄
養
士
の
資

格
取
得
に
向
け
た
講
座
を
行
い
ま
す
。 

 

■
生
涯
学
習
支
援
機
能 

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
公
開
講
座
や
講
演
会
な

ど
を
行
い
、さ
ま
ざ
ま
な
生
涯
学
習
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
ま
す
。 

●
滝
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
か
、ア
イ
ー
ナ
キ
ャ

ン
パ
ス
で
も「
岩
手
県
立
大
学
公
開
講
座
」を

実
施
し
ま
す
。 

●
学
部
・
短
大
部
に
お
い
て
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
活
か
す
公
開
講
座
の
実
施
を
計
画
し
て

い
ま
す
。 

●
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
で
は
、高
校
生
や

研
究
者
を
対
象
に
、授
業
の
ラ
イ
ブ
中
継
や

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

 

■
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
機
能 

保
健
医
療
や
社
会
福
祉
に
関
す
る
相
談
窓

口
を
開
設
。
県
民
の
相
談
へ
の
対
応
や
、現
場

へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
い
、地
域
社
会
に
貢

献
し
ま
す
。 

●
看
護
学
部
で
は
、看
護（
療
養
）学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
る
保
健
医
療
相
談
事
業
を
行
い
ま
す
。 

●
社
会
福
祉
学
部
で
は
、臨
床
心
理
の
相
談
サ

ー
ビ
ス
を
行
う「
臨
床
心
理
セ
ン
タ
ー
」、県

民
へ
の
ク
リ
ニ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
職
員

へ
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
な
ど
を
行
う「
ソ
ー
シ

ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
す
。 

 

■
地
域
協
働
・
産
学
連
携
活
動
支
援
機
能 

研
究
活
動
、教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

る
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。そ
れ
ら
の
活
動
の
場
と

し
て
活
用
し
、地
域
と
の
協
働
や
企
業
と
の
連

携
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。 

 

■
情
報
発
信
機
能 

教
育
と
研
究
の
両
面
に
わ
た
る
成
果
や
学
術
情

報
を
は
じ
め
、入
試
情
報
や
就
職
情
報
な
ど
本
学

の
活
動
に
関
す
る
各
種
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。 

春に向かって、 
アイーナキャンパス 
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さらなる高大連携を推し進め、 
生徒の思いに応える大学づくりで 
地域との絆は深まっていく。 

　
　
　
成
10
年
に
岩
手
県
立
大
学
が
開
学
し
、
今
年
で 

　
　
　
８
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域
の
進
学
需
要
へ

の
対
応
、
明
日
を
担
う
人
材
の
育
成
と
い
う
観
点
か
ら

十
分
に
役
割
を
果
た
し
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
存
在

に
な
っ
て
い
ま
す
。
看
護
・
社
会
福
祉
・
総
合
政
策
・

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
情
報
と
４
学
部
を
擁
し
、
建
学
の
理
念
の

も
と
で
実
績
を
着
実
に
残
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
す
ぐ
れ
た
Ａ
Ｏ﹇
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
﹈入

試
や
独
自
の
学
生
選
抜
を
実
施
。
さ
ら
に
高
校
教
員
か

ら
入
試
制
度
や
大
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
聴
く

な
ど
、
積
極
的
な
姿
勢
が
高
く
評
価
で
き
ま
す
。 

　
さ
て
最
近
の
高
校
生
の
進
路
志
望
状
況
を
見
る
と
、

地
元
大
学
へ
の
進
学
希
望
が
強
く
、
そ
れ
を
保
護
者
も

望
ん
で
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
お
願
い
し
た

い
こ
と
を
３
点
ほ
ど
挙
げ
ま
す
。 

　
ま
ず
一
つ
目
は「
高
大
連
携
の
強
化
」で
す
。
生
徒
の

学
習
意
欲
や
学
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
と
学
校
の
連
続
性
を
重
視
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
中
学
校
と
高
校
と
の
、
い
わ
ゆ

る
中
高
連
携
な
ど
。
そ
れ
と
同
様
に
、
高
校
と
大
学
と

の
間
で
高
大
連
携
の
強
化
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
大
学
・
学
部
の
説
明
会
、
あ
る
い
は

出
前
講
義
、
そ
し
て
ウ
イ
ン
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
企
画
や
催
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

生
徒
の
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
育
て
る
一
助
と
し
て
、

大
学
が
身
近
な
存
在
で
あ
り
続
け
る
こ
と
。
こ
の
点
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。 

　
２
点
目
は
、
岩
手
県
立
大
学
が
保
有
す
る
研
究
内
容

（
知
的
資
産
）お
よ
び
研
究
施
設
を
、
で
き
る
限
り
開

放
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
現
在
で
も
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
知
的
ニ
ー
ズ
や
人
材
育
成
へ
の
対

応
と
い
う
観
点
に
立
ち
、
地
域
の
あ
り
方
と
結
び
つ
く

形
で
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
が
価
値
を
生
み
出

す
と
認
識
す
る
か
ら
で
す
。
学
ぼ
う
と
思
え
ば
、
い
つ
で

も
学
べ
る
環
境
が
整
い
、
そ
れ
を
利
用
で
き
る
こ
と
。

生
徒
た
ち
が
、
あ
る
い
は
岩
手
県
民
が
大
学
と
接
す
る

機
会
が
増
え
て
い
く
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
学
が
活

性
化
す
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

　
３
点
目
は
上
述
の
内
容
と
関
連
し
ま
す
が
入
試
の
一

般
推
薦
枠
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
元
校
の
枠
を
残

し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
生
徒
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、

保
護
者
も
、
わ
れ
わ
れ
教
員
も
望
ん
で
い
ま
す
。
き
め

細
か
な
社
会
福
祉
や
看
護
医
療
の
推
進
、
さ
ら
に
政
策

づ
く
り
や
情
報
環
境
の
高
度
化
な
ど
は
地
域
に
根
ざ
し

て
充
実
を
図
る
べ
き
事
柄
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が

抱
え
る
問
題
は
、
地
域
の
力
で
解
決
し
て
い
く
。
そ
ん

な
時
代
の
担
い
手
が
、
岩
手
を
中
心
と
し
た
次
代
の
人

材
で
あ
ろ
う
と
願
う
か
ら
で
す
。 

　「
地
方
の
時
代
」
や「
国
際
化
の
時
代
」
と
言
わ
れ
て

久
し
く
な
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
情
報
環
境
の

発
達
で
、
中
央
と
地
方
と
の
文
化
的
な
格
差
も
小
さ
く

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
地
方
と
世
界
が
つ

な
が
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
自
立
し
た
個
性
的
な
地
域

像
の
ア
ピ
ー
ル
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
、
世
界
的
視
野
に
立
っ
た
地
域
社
会
の
基
盤
づ

く
り
、
と
い
う
考
え
方
が
不
可
欠
で
す
。
そ
う
し
た
指

向
を
実
践
す
る
岩
手
県
立
大
学
の
評
価
は
一
つ
の
地
域

に
と
ど
ま
ら
ず
全
国
、
さ
ら
に
世
界
で
高
ま
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
魅
力
あ
ふ
れ

る
大
学
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

社会の変容、 
多様化に応えるテーマを掲げて 
さらなる地域貢献の形を指向する。 
あくなき学際性の追究で、 
さまざまなジャンルに渡る 
知の協働と融合が図られる。 
 

全
学
的
に
取
り
組
む
企
画 

＿
＿ 

そ
の
先
行
モ
デ
ル
例 

地
域
専
門
職
高
度
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

よ
り
魅
力
あ
る 

大
学
で
あ
る
た
め
に 

 

平 

●
研
究
概
要 

看
護
職
・
福
祉
職
・
行
政
職
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
者
な

ど
県
内
で
専
門
職
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
が
対
象
で
す
。 

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
継
続
的

な
教
育
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し
て
、こ
れ
か
ら
の
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
知
識
や
技
術
の
高
度
化
を
図
り
ま
す
。「
い

つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」と
い
う
ニ
ー
ズ
に
対
応
、Ｉ
Ｔ
を

活
用
す
る
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。 

 

●
推
進
体
制 

「
環
境
、ひ
と
、情
報
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
即
し
て
学

部
横
断
型
で
人
材
が
結
集
し
ま
す
。す
な
わ
ち
４
学
部

の
特
徴
を
生
か
し
、学
際
性
が
色
濃
く
表
れ
る
研
究
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
の
は
、看
護
学
部

教
授
・
武
田
利
明
で
す
。こ
の
ほ
か
看
護
学
部
・
社
会
福

祉
学
部
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
・
総
合
政
策
学
部
か

ら
延
べ
18
名
が
参
加
。教
材
と
し
て
コ
ン
テ
ン
ツ
に
用

い
る
素
材
の
収
集
、さ
ら
に
遠
隔
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、画
像
コ
ン
テ
ン
ツ
サ

ー
バ
の
設
計
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
明
確
で
す
。 

 

●
実
施
計
画 

ま
ず
平
成
17
年
度
は
、看
護
職
の
た
め
の
遠
隔
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
試
作
・
開
発
す
る
予
定
で
す
。 

具
体
的
に
は
、看
護
学
部
・
安
藤
広
子
助
教
授
を
中
心
に

遺
伝
看
護
学
に
関
す
る
内
容
を
組
み
立
て
ま
す
。現
場
の

声
に
即
し
て
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、コ
ン
テ
ン

ツ
の
内
容
を
具
体
化
。ま
た
、シ
ス
テ
ム
構
築
と
連
動
し

て
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
進

め
ま
す
。試
作
・
試
行
の
段
階
で
す
が
、看
護
現
場
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
中
継
に
よ
っ
て
教
育
効
果
を
検
証
す
る
こ

と
も
価
値
あ
る
ス
テ
ッ
プ
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

 

●
こ
れ
か
ら 

提
供
さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ（
講
義
の
動
画
映
像
な
ど
）は

遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
バ
に
蓄
積
し
、さ
ま
ざ
ま
な

機
会
に
利
用
で
き
る
よ
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部
・
鈴

木
克
明
教
授
と
市
川
尚
助
手
が
技
術
的
に
対
応
し
ま
す
。 

ま
た
福
祉
・
行
政
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
わ
る
専
門
職
者

の
ニ
ー
ズ
調
査
を
展
開
、平
成
18
年
度
か
ら
は
コ
ン
テ

ン
ツ
開
発
が
本
格
化
し
ま
す
。さ
ら
に
、い
わ
て
情
報
ハ

イ
ウ
ェ
イ
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、高
度
な
イ
ン
フ
ラ

の
利
便
性
を
利
用
者
が
実
感
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

■
看
護
学
部 

看
護
ケ
ア
の
場
面
の
分
析
か
ら
、現

場
ス
タ
ッ
フ
の
ニ
ー
ズ
に
直
結
す
る

遠
隔
学
習
方
法
の
確
立 

■
社
会
福
祉
学
部 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
職
へ
の
バ
ー

ン
ア
ウ
ト
予
防
教
育
法
の
開
発 

■
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
部 

組
み
込
み
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
高
度

技
術
者
養
成
の
た
め
の
遠
隔
学
習

方
法
の
確
立 

■
総
合
政
策
学
部 

農
業
・
農
村
生
活
関
係
の
普
及
指
導

員
の
技
術
向
上
の
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
利
用
学
習
方
法
の
開
発 

遺伝看護学の遠隔教育プログラム。その配信システムの使い勝手に 
ついてチェックと意見交換が行われた（12月13日・看護学部棟） 
 

ニ
ー
ズ
調
査
か
ら 

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
へ
進
む
案
件 

 

岩手県立不来方高校　校長 

川村　祥平 
1948年 岩泉町生まれ。東京学芸大学卒業 
 岩手県立岩泉高校、盛岡一高、遠野高校を経て 
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2002年 岩泉高校の校長として赴任。 
2005年 不来方高校に異動し現在に至る。担当教科は数学。 
 



罨
法（
あ
ん
ぽ
う
）の 

科
学
も
話
せ
る
。 

●
学
ぶ
喜
び 

　
…「
少
し
ず
つ
夢
に
近
づ
け
る
こ
と
」 

●
学
問
の
理
想
像 

…「
実
践
と
の
融
合
」 

●
私
に
と
っ
て
の
看
護
学 

…「
自
己
実
現
の
手
段
」 

●
自
己
分
析  

　
…「
課
題
あ
り
。悩
み
な
し
」 

●
職
業
生
活
の
予
想  

　
…「
ず
っ
と
看
護
師
か
な
」 

●
私
の
宝
も
の  

　
…「
話
せ
る
友
だ
ち
」 

結
び
の
●Ｑ
＆
■Ａ 

結
び
の
●Ｑ
＆
■Ａ 

「
臨
床
め
ざ
す
私
の
心
」 

 

飯
岡
　
沙
樹
﹇
看
護
学
部
／
４
年
﹈ 

や
り
た
い
こ
と
を
ハ
ッ
キ
リ
自
覚
で
き
た
か
ら
、

あ
ま
り
悩
ん
だ
記
憶
が
な
い
。４
年
次
の
11
月
な

か
ば
、進
路
は
決
ま
っ
た
。看
護
の
道
に
生
き
よ
う

と
す
る
意
志
が
、臨
床
の
現
場
へ
と
続
い
て
い
る
。 

● 

「
い
ろ
い
ろ
な
実
習
を
振
り
返
っ
た
り
、将
来
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
り
。こ
れ
と
い
っ
た
秘
訣
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、自
分
探
し
の
一
環
と
し
て
就
職
先
を

決
め
ま
し
た
。キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
一
人
前
の
看

護
師
に
な
る
こ
と
。そ
し
て
看
護
総
合
実
習
で
母

性
看
護
に
取
り
組
ん
だ
成
果
を
活
か
し
て
、小
児

分
野
で
も
人
の
役
に
立
つ
こ
と
。私
の
希
望
は
、

こ
の
２
点
で
し
た
」 

　
こ
の
よ
う
に
し
て
社
会
へ
出
る
た
め
の
ハ
ー

ド
ル
を
ク
リ
ア
し
た
飯
岡
さ
ん
。就
職
先
は
、宮

城
県
仙
台
市
に
あ
る
療
養
型
の
医
療
機
関
だ
。筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
の
重
症
患
者
が
慢
性
期

を
過
ご
す
小
児
病
棟
も
あ
り
、養
護
学
校
を
併
設

し
て
い
る
。 

　
看
護
学
部
生
の
就
職
活
動
は
、４
年
次
の
夏
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。あ
ら
か
じ
め
進
路
調
査
や
個

別
指
導
は
行
わ
れ
る
が
、動
き
が
本
格
化
す
る
の

は
看
護
総
合
実
習
を
終
え
て
か
ら
。７
月
に
入
る

と
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
セ
ミ
ナ
ー
、そ
し
て
病
院
説
明

会
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
、具
体
的
な

情
報
収
集
や
願
書
提
出
、職
場
訪
問
へ
と
段
階
は

進
ん
で
い
く
。 

「
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
の
が
苦
手
な
タ
イ

プ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
面
接
で
は
、う
ま

く
話
せ
た
と
思
い
ま
す
。ア
ピ
ー
ル
し
た
か
っ

た
の
は『
小
児
科
で
働
い
て
み
た
い
』と
い
う
私

な
り
の
意
思
で
す
。児
童
養
護
施
設
や
障
害
児

施
設
で
実
習
す
る
機
会
が
あ
り
、ほ
ん
の
微
力

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、子
ど
も
た
ち
が
生
き

て
い
く
支
え
に
な
れ
た
臨
床
体
験
の
様
子
も
交

え
て
み
ま
し
た
」 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の 

看
護
も
想
う 

 

　
福
島
市
に
生
ま
れ
育
っ
た
飯
岡
さ
ん
。ま
だ
ま

だ
漠
然
と
し
て
い
た
が
、医
療
系
の
仕
事
に
就
く

だ
ろ
う
、と
意
識
し
始
め
た
の
は
高
校
生
の
頃
だ
。

生
物
が
得
意
科
目
の
一
つ
で
、獣
医
と
い
う
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
へ
の
憧
れ
も
強
か
っ
た
が
、叔
母
さ

ん
が
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
た
の
に
強
く
触

発
さ
れ
た
。 

　
も
と
も
と
自
然
へ
の
好
奇
心
が
旺
盛
な
タ
イ

プ
で
、花
も
木
も
動
物
も
好
き
で
あ
る
。そ
し
て

小
学
校
の
卒
業
文
集
に
綴
っ
た
将
来
の
希
望
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
。山
火
事
で
苦
し
む
コ
ア
ラ
た
ち
の

ニ
ュ
ー
ス
映
像
が
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で
悲
し
く
て
、

な
ん
と
か
し
て
助
け
て
あ
げ
な
く
ち
ゃ
、と
子
供

心
に
感
じ
た
の
が
真
相
だ
。 

　
も
ち
ろ
ん
今
で
は
、無
償
で
多
く
の
人
の
役
に

立
て
る
社
会
活
動
に
も
関
心
が
向
い
て
い
る
。 

　
た
と
え
ば
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
発
展

途
上
国
に
出
向
き
、病
気
や
ケ
ガ
で
苦
し
む
人
た

ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
意
義
は
大
き
い
、と
飯
岡
さ

ん
は
常
々
考
え
る
。グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
は
進
む

だ
ろ
う
し
、国
境
を
超
え
た
看
護
の
あ
り
方
に
も

地
球
市
民
と
し
て
の
希
望
を
託
し
た
い
。そ
ん
な

想
い
で
視
野
を
広
げ
な
が
ら
、学
業
の
奥
行
き
を

追
究
し
て
い
る
。 

 

自
分
の
テ
ー
マ
を 

育
て
て
み
た 

 「
こ
れ
ま
で
の
学
生
生
活
を
振
り
返
る
と
、さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
関
し
て
病
院
・
施
設
で
実
習
を
積

ん
で
き
た
記
憶
が
圧
倒
的
な
重
み
を
持
っ
て
い

ま
す
」 

　
こ
の
よ
う
に
偽
ら
ざ
る
気
持
ち
を
表
す
飯
岡

さ
ん
は
現
場
に
立
つ
と
、授
業
で
習
っ
た
知
識
や

理
論
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
戸
惑
い
を
隠
せ
な
か
っ

た
。技
術
論
に
偏
っ
た
ら
看
護
は
語
れ
な
い
、と

知
っ
た
。さ
ら
に
患
者
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
り
気

持
ち
に
応
え
た
り
し
て
一
つ
の「
場
」を
共
有
す

る
こ
と
が
大
切
だ
、と
も
教
わ
っ
た
。さ
ま
ざ
ま

な
看
護
技
術
、そ
し
て
メ
ン
タ
ル
な
ケ
ア
。こ
れ

ら
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
こ
そ
、良
い
看
護
を
実

践
で
き
る
と
納
得
で
き
た
。 

　
看
護
師
の
国
家
試
験
が
２
月
に
迫
っ
て
き
た
。

ま
た
内
定
の
連
絡
を
受
け
て
か
ら
年
末
ま
で
、卒

業
研
究
に
追
わ
れ
て
い
た
。い
わ
ば
、４
年
間
の

総
ま
と
め
的
な
個
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。そ
れ
ぞ
れ

の
看
護
観
や
テ
ー
マ
意
識
に
基
づ
き
、研
究
の
対

象
や
方
法
、そ
し
て
全
体
の
組
み
立
て
を
考
え
ら

れ
る
。 

　
そ
こ
で
、飯
岡
さ
ん
は「
罨
法（
あ
ん
ぽ
う
）」と

い
う
療
法
に
着
目
し
た
。た
と
え
ば
湯
タ
ン
ポ
を

用
い
る
な
ら
、温
罨
法
。氷
枕
を
用
い
る
な
ら
冷

罨
法
だ
。よ
う
す
る
に
皮
膚
を
局
所
的
に
温
め
る
、

あ
る
い
は
冷
や
す
。こ
う
し
て
血
流
変
化（
循
環

動
態
）を
促
し
て
薬
効
成
分
な
ど
の
吸
収
を
助
け

る
、痛
み
を
和
ら
げ
る
、と
い
っ
た
処
置
を
施
す

こ
と
で
あ
る
。 

「
罨
法
は
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
看
護
技
術
で
す

が
、そ
の
安
全
性
、有
効
性
を
実
証
的
に
確
か
め

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。科
学
的
な
裏
づ
け
と
知
見

が
備
わ
れ
ば
、患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
で

す
か
ら
」 

　
被
験
者
と
し
て
、友
だ
ち
５
人
が
協
力
し
て
く

れ
た
。温
水
も
し
く
は
冷
水
を
入
れ
た
ゴ
ム
袋
を
、

局
所
に
当
て
る
。そ
こ
に
セ
ン
サ
ー
が
貼
り
付
け

ら
れ
て
お
り
、一
定
の
圧
力
が
加
え
ら
れ
た
際
の

皮
膚
温
・
血
流
状
態
が
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
ま
れ

る
。こ
う
し
て
デ
ー
タ
が
積
み
上
げ
ら
れ
、考
察

と
分
析
の
対
象
と
な
っ
た
。さ
ら
に
、い
ろ
い
ろ

温
度
を
変
え
た
罨
法
効
果
に
つ
い
て
も
比
較
と

検
証
を
重
ね
た
。 

「
点
滴
漏
れ
を
想
定
し
て
実
験
計
画
を
立
て
、友

達
の
厚
意
で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
な
？
と
感
じ
た
臨
床
の

身
近
な
疑
問
を
解
く
プ
ロ
セ
ス
は
科
学
そ
の
も

の
で
す
」 

「しばらく、ジッと座っていてね」。友だちが
来て、罨法の実験が始まった。腕に貼り付け
たセンサーを通し、パソコンにデータが送
られる。「病因病態学」などを講じる看護学
部学科長・武田利明教授が指導教員を務めた。 
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生
活
科
学
専
攻
、
食
物
栄
養
学
専
攻
と
い
う
２
課
程
を
擁
す
る
盛
岡
短

期
大
学
部
生
活
科
学
科
。
そ
の
学
科
長
を
務
め
る
の
が
、
千
葉
先
生
で
す
。 

「
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
極
め
て
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る
衣
・
食
・
住
。
ま

ず
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
科
学
の
眼
を
向
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
環
境
に
も

配
慮
し
て
賢
明
に
生
き
て
い
く
た
め
の
情
報
・
知
識
・
理
論
の
引
き
出
し
を

増
や
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
資
格
や
専
門
性
と
い
う
形
で
仕
事
に
活

か
せ
る
要
素
、
さ
ら
に
家
庭
生
活
に
も
役
立
つ
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
考
え
方

な
ど
、
成
果
は
広
が
り
ま
す
」 

　
職
業
教
育
を
推
進
す
る
立
場
で
、
千
葉
先
生
は
栄
養
士
の
育
成
に
も
力

を
注
い
で
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
会
合
や
講
習
会
で
、
し
ば
し
ば
卒
業
生

と
同
席
す
る
そ
う
で
す
。
栄
養
士
と
し
て
医
療
機
関
や
給
食
施
設
で
活
躍

す
る
様
子
も
知
る
ほ
ど
に
、
教
え
る
仕
事
の
手
ご
た
え
と
喜
び
が
増
す
よ
う

で
す
。 

　
専
門
分
野
は
食
品
化
学
で
、
脂
質
の
酸
化
を
抑
え
る
方
法
の
研
究
が
主

要
テ
ー
マ
の
一
つ
。
ま
た
、
難
し
い
こ
と
を
易
し
く
伝
え
る
教
授
法
に
磨
き
を

か
け
ま
す
。
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
に
含
ま
れ
る
脂
質
の
成
分
分
析
、
と
い
う
卒
業

研
究
に
取
り
組
む
学
生
へ
の
指
導
に
も
キ
ャ
リ
ア
の
重
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

　
お
な
じ
高
さ
の
目
線
で
話
す
。
偏
狭
な
ポ
リ
シ
ー
は
持
た
な
い
。
独
善
に

陥
り
や
す
い
の
で
、
我
流
の
価
値
観
は
振
り
か
ざ
さ
な
い
。
学
生
と
向
き
合

う
際
の
、
い
く
つ
か
の
鉄
則
を
挙
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

「
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
意
欲
や
思
い
に
、
ど
う
応
え
て
い
く
か
。
そ
こ
が
考
え
ど

こ
ろ
で
す
。
何
か
に
取
り
組
も
う
と
す
る
純
粋
な
気
持
ち
を
汲
ん
で
、
さ
ら

な
る
動
機
づ
け
を
促
し
た
り
行
動
へ
導
い
た
り
す
る
の
が
教
員
と
し
て
の
役

割
だ
と
自
覚
し
て
い
ま
す
」 

　
勉
強
の
こ
と
、
あ
る
い
は
就
職
や
編
入
学
の
こ
と
。
十
人
十
色
の
相
談

を
、
松
石
先
生
は
一
生
懸
命
に
受
け
止
め
ま
す
。
そ
し
て
最
後
は
「
あ
な
た

の
意
志
と
主
体
性
を
発
揮
し
よ
う
」
と
、
勇
気
づ
け
ま
す
。 

　
わ
が
国
の
経
済
史
・
経
営
史
が
専
門
で
担
当
科
目
は
「
経
営
史
」「
産

業
史
」
ほ
か
。
研
究
の
一
環
と
し
て
、
産
業
集
積
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る
企

業
城
下
町
に
着
目
。
製
鉄
や
繊
維
産
業
で
栄
え
た
地
域
の
歴
史
過
程
・
産

業
構
造
・
日
本
的
経
営
の
特
質
な
ど
を
動
態
的
な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
と
し
て

捉
え
ま
す
。
自
動
車
産
業
の
進
出
が
著
し
い
金
ヶ
崎
・
北
上
エ
リ
ア
も
注
視

し
て
お
り
「
現
場
へ
の
視
点
で
得
た
情
報
や
知
見
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し

た
い
」
と
、
授
業
の
充
実
と
の
相
乗
効
果
も
め
ざ
し
ま
す
。 

盛岡短期大学部  生活科学科長 

知識の引き出しを創る 
学び舎。 

宮古短期大学部・経営情報学科  助教授 

まず対話。 
主体性を促したい。 

﹇
ち
ば
　
と
し
ゆ
き
﹈ 

東
北
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
（
博
士
）
食
糧
化
学
専
攻
を
修
了
。
岩
手
県
立
盛
岡
短
期
大
学
講
師

を
経
て
1
9
9
9
年
４
月
、
盛
岡
短
期
大
学
部
教
授
。
2
0
0
4
年
４
月
よ
り
生
活
科
学
科
長
。
担

当
科
目
は
「
生
活
の
化
学
」「
食
品
有
機
化
学
」「
食
品
加
工
学
」
な
ど
。
研
究
者
と
し
て
脂
質
の
酸

化
、
過
酸
化
脂
質
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
日
本
油
化
学
会
、
日
本
農
芸
化
学
会
、
日
本
調
理
科
学

会
に
所
属
。 

﹇
ま
つ
い
し
　
や
す
ひ
こ
﹈ 

一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
。一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
・
地
域
社
会
専
攻
を
修
了
。

1
9
9
8
年
、宮
古
短
期
大
学
部
に
講
師
と
し
て
着
任
。
2
0
0
4
年
よ
り
助
教
授
。
専
攻
分
野
は
日
本

経
済
史
・
日
本
経
営
史
。と
く
に
企
業
内
・
企
業
間
関
係
の
特
徴
を
軸
に
据
え
て
企
業
城
下
町
の
形
成
過

程
を
考
察
。企
業
と
社
会
、企
業
と
地
域
な
ど
の
観
点
で
実
相
を
捉
え
て
構
造
分
析
を
展
開
す
る
。 

齋 藤　努さん 
［ソフトウェア情報学部／平成16年3月卒］ 
IGRいわて銀河鉄道株式会社　運輸管理所 

 

千葉 俊之 

松石 泰彦 

●
サ
ー
ビ
ス
業
を
志
望
し
た 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
論
を
専
門
と
す
る
講
座
で
の

卒
業
研
究
は
「
携
帯
電
話
の
個
人
認
証
」
に
つ

い
て
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
情
報
学
を
修
め
た
成
果

は
、
か
け
が
え
の
な
い
資
産
と
し
て
生
き
て
い

ま
す
。
大
学
で
の
勉
強
と
仕
事
の
中
身
は
、

か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
な
く
て
良
い
。
就
職
に

際
し
て
私
は
、
こ
う
考
え
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス

業
に
興
味
が
あ
り
、
選
ん
だ
の
が
鉄
道
の
会
社

で
す
。 

 

●
車
掌
と
し
て
の
乗
車
勤
務 

総
合
職
と
し
て
入
社
、
い
わ
て
沼
宮
内
駅
で
の

勤
務
を
経
て
現
在
は
車
掌
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。
６
日
間
の
シ
フ
ト
が
組
ま
れ
、
盛
岡
と
八

戸
を
結
ぶ
区
間
に
乗
車
し
て
い
ま
す
。
安
全
運

行
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
お
客
様
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
使

命
で
す
。
高
い
公
共
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
仕
事

は
責
任
が
重
い
ぶ
ん
、
や
り
が
い
も
大
き
い
で

す
ね
。 

 

●
職
能
は
、い
ろ
い
ろ
磨
け
る 

私
は
、
乗
客
の
皆
さ
ん
と
接
す
る
車
掌
の
仕
事

が
好
き
で
す
。
こ
う
し
た
一
方
で
将
来
に
向
け
、

い
く
つ
か
の
選
択
肢
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
と

え
ば
運
転
士
に
。
こ
の
ほ
か
、
電
力
・
信
号
・

保
線
に
関
わ
る
設
備
管
理
。
さ
ら
に
総
務
や
営

業
と
い
っ
た
部
門
な
ど
。
ど
の
よ
う
な
ポ
ジ
シ

ョ
ン
に
就
い
て
も
鉄
道
業
へ
の
愛
着
と
情
熱
を

支
え
に
、
仕
事
の
幅
を
広
げ
て
い
く
決
意
で
す
。 

帷 子　勝さん 
［総合政策学部／平成16年3月卒］ 

岩手銀行　遠野支店 

●
お
客
様
の
た
め
、と
い
う
自
覚 

経
営
学
を
志
し
て
Ｉ
Ｐ
Ｕ
に
入
学
。
株
式
投
資

に
お
け
る
リ
ス
ク
軽
減
の
方
法
を
研
究
し
、
行

政
・
経
営
コ
ー
ス
で
の
集
大
成
を
仕
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
居
酒
屋
で
働
い
た
経
験
を
就
職

活
動
に
活
か
せ
た
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
お

客
様
の
満
足
度
を
高
め
る
仕
事
へ
の
目
覚
め
で

す
。
そ
う
し
た
観
点
に
立
ち
、
地
域
密
着
の

金
融
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
当
行
を
志
望
し
ま

し
た
。 

 

●
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
２
年
目 

こ
こ
遠
野
が
最
初
の
赴
任
地
で
す
。
新
入
行
員

の
頃
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一
段
階
は

渉
外
係
と
し
て
、
市
内
を
集
金
で
回
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
窓
口
係
や
後
方
事
務
を
務
め
な
が
ら

事
務
規
程
な
ど
を
習
得
。
そ
し
て
２
年
目
の

　
月
か
ら
は
融
資
を
担
当
し
て
お
り
、
マ
イ
カ

ー
ロ
ー
ン
や
フ
リ
ー
ロ
ー
ン
な
ど
個
人
向
け
商
品

を
中
心
に
業
務
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。 

 

●
人
は
信
頼
感
で
結
ば
れ
る 

お
客
様
が
銀
行
を
選
ぶ
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の

私
も
専
門
的
な
勉
強
を
重
ね
た
り
、
サ
ー
ビ
ス

の
方
法
を
工
夫
し
た
り
し
て
期
待
に
応
え
よ
う

と
一
生
懸
命
で
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
金

需
要
に
応
え
て
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
当
行
の

役
割
に
も
大
き
な
意
義
を
感
じ
て
い
ま
す
。
信

頼
感
を
育
み
、
人
や
企
業
と
の
絆
を
深
め
る
銀

行
員
と
い
う
職
業
が
天
職
に
思
え
ま
す
。 
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教える私・究める私 
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